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ところ　保谷公民館
申　込　当日、上映30分前から受付をします。直接視聴覚室までお越し
　　　　下さい。上映時間前の入場にご協力をお願いいたします。
定　員　100人（先着順）

　中里介山作の長編時代小説の映画化。
　市川雷蔵主演。
　作者は「大乗小説」と呼び、仏教思
想に基づいて人間の業を描こうとした
作品。

������
（1960年/1961年）

１月12日（金）14時～（304分）
原作：中里介山　脚本：衣笠貞之助
監督：三隅研次
出演：市川雷蔵　本郷功次郎
　　　中村玉緒　山本富士子

　戦国時代を生き抜いた武将秀虎は、
実権を3人の息子たちに譲ることにし
たが･･･。
　戦国時代ならではの、“戦”のシーン
は時代劇ファン必見！
　骨肉の争い、人間の欲を描いた作品。

���
（1985年）

１月24日（水）14時～（162分）
監督：黒澤明
脚本：黒澤明　小國英雄　井出正人
出演：仲代達矢　寺尾　聰　根津甚八
　　　隆　大介　原田美枝子

保谷公民館
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公
民
館
の
保
育
室
で
、

親
子
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う
！

　

子
育
て
の
情
報
交
換

も
で
き
ま
す
よ
。

▼
対
象
＝
２
歳
児
ま
で

の
乳
幼
児
と
保
護
者

　

組
10

▼
申
込
＝
１
月
５
日　
（金）

　
　

時
か
ら
田
無
公
民
館

10に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

��������
１月18日（木）
10時～正午

田無公民館
461－
1170

　

４
月
号
か
ら
、
２
・
３
面
見
開
き

中
央
に
、
次
の
こ
と
ば
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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こ
の
４
つ
の
短
文
は
、
実
は
公
民

館
だ
よ
り
編
集
室
が
任
意
に
創
作
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
新
し
い

公
民
館
像
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
、

公
民
館
関
係
者
の
間
で
は
有
名
な
文

書
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
「
由
緒
あ

る
」
も
の
な
の
で
す
。
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「
新
し
い
公
民
館
像
を
め
ざ
し
て
」

は
、
通
称
「
三
多
摩
テ
ー
ゼ
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。「
テ
ー
ゼ
」と
は
提
議
、

提
案
、
あ
る
い
は
運
動
の
方
針
を
示

す
綱
領
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
味
で
す
。

「
三
多
摩
テ
ー
ゼ
」
は
、
一
九
七
四

年
に
東
京
都
教
育
庁
が
発
行
し
た
公

文
書
で
す
。
そ
の
作
成
委
員
に
三
多

摩
の
社
会
教
育
・
公
民
館
職
員
が
研

究
員
と
し
て
関
わ
り
、
そ
の
後
の
三

多
摩
各
地
の
公
民
館
作
り
に
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

第
一
部
「
施
設
論
」
第
二
部
「
職
員

論
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
施

設
論
の
冒
頭
、「
公
民
館
と
は
何
か
」

と
し
て
公
民
館
の
４
つ
の
役
割
が
提

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
端
的

に
示
し
た
の
が
、
先
の
４
つ
の
短
文

な
の
で
す
。
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テ
ー
ゼ
の
中
で
は
、
都
市
化
の
下

で
の
市
民
の
孤
立
と
い
う
状
況
を
踏

ま
え
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。「
ひ
と
り

で
も
気
軽
に
積
極
的
に
足
を
む
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
ム
ー
ド
の
あ

る
場
」
で
あ
り
、
学
習
や
グ
ル
ー
プ

活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

「
自
由
な
た
ま
り
場
、
自
己
解
放
の

場
と
し
て
公
民
館
が
あ
る
の
で
す
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

集
団
活
動
に
必
要
な
部
屋
、
活
動

準
備
室
、
交
流
コ
ー
ナ
ー
、
保
育
室

な
ど
が
公
民
館
に
は
必
要
だ
と
述
べ

て
い
ま
す
。
住
民
の
集
団
活
動
の
活

性
化
が
、
地
域
の
文
化
の
創
造
・
発

展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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地
域
課
題
と
世
界
情
勢
は
つ
な

が
っ
て
い
て
、「
人
間
存
在
の
根
本
問

題
や
全
世
界
的
視
野
で
の
問
題
を
学

習
内
容
と
し
て
も
つ
こ
と
が
必
要
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。
根
源
的
で
継
続

的
な
学
習
の
場
と
い
う
考
え
方
が

『
私
の
大
学
』
と
い
う
語
に
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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前
記
３
つ
の
役
割
は
相
互
に
関
連

し
合
い
、「
教
育
的
・
文
化
的
な
雰
囲

気
」
の
中
で
、
生
活
に
即
し
た
文
化

の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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「
テ
ー
ゼ
」か
ら　

年
以
上
が
過
ぎ
、

30

市
民
生
活
も
社
会
情
勢
も
大
き
く
変

化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
4
つ

の
役
割
は
今
で
も
全
国
各
地
の
公
民

館
に
引
き
継
が
れ
、
公
民
館
を
照
ら

す
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
温
故
知

新
。
皆
さ
ん
も
、「
三
多
摩
テ
ー
ゼ
」

を
今
日
的
に
、
自
分
流
に
読
み
替
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
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谷戸公民館

　

東
京
に
も
、
明
治
期
以
降
に
建
て

ら
れ
た
近
代
建
築
が
残
っ
て
い
ま
す
。

特
に
丸
の
内
付
近
は
見
ご
た
え
の
あ

る
建
物
が
多
く
人
々
を
魅
了
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
建
物
も
修

復
、
保
存
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

豊
富
な
映
像
資
料
を
使
っ
て
魅
力

に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り　

毎
回

火
曜
日　
　

時
〜　

時

14

16

▼
と
こ
ろ
＝
①
・
③
谷
戸
公
民
館　

②
江
戸
東
京
た
て
も
の
園

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
定　

員
＝　

人
（
申
込
順
）

30

▼
講　

師
＝
米
山
勇
（
建
築
史
家
・

江
戸
東
京
博
物
館
助
教
授
）

▼
見
学
会
の
入
館
料
・
交
通
費
は
自

己
負
担
。

▼
申　

込
＝
１
月　

日　
　

時
か
ら

10

（水）
10

電
話
で
谷
戸
公
民
館
へ

時　間内　容月日回

14:00～17:00
フラダンス体験①1/271

フラダンス体験②2/32

14:00～16:00
あなたのライフプランは①2/103

あなたのライフプランは②2/174

16:00～20:00
まずは食生活から（調理実習）①2/245

まずは食生活から（調理実習）②3/36

14:00～16:00これからの自分（グループ討議）3/107

　

さ
て
、
定
年
間
近
、
こ
れ
か
ら
地
域
で
の
活
動
を
考
え
て
い
る
あ
な
た
、

そ
の
第
１
歩
を
公
民
館
か
ら
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
・

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
・
料
理
な
ど
、
新
た
な
自
分
の
発
見
は
、
こ
の
講
座
か
ら
。

▼
と　

き
＝
別
表
の
と
お
り　

毎
週
土
曜
日

▼
と
こ
ろ
＝
田
無
公
民
館

▼
対　

象
＝
お
お
む
ね　

歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

50

▼
定　

員
＝　

人
（
申
込
順
）

16

▼
講　

師
＝
フ
ラ
ダ
ン
ス
…
須
江
道
子
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
…

松
本 
世  
樹 
（
第
一
生
命
保
険

せ
い 
じ
ゅ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
）、
料
理
…
吉
田
朋
子
（
管

理
栄
養
士
）

▼
そ
の
他
＝
料
理
は
材
料
費
を
別

途
徴
収

▼
申　

込
＝
１
月
５
日　
　

時
か

（金）
10

ら
電
話
で
田
無
公
民
館
へ

　

深
く
問
い
、
徹
底
的
に
考
え
よ
う
。

ル
ー
ル
に
則
っ
た
対
話
を
通
し
て
本

質
に
迫
ろ
う
。「
哲
学
の
広
場
」
は
そ

ん
な
場
所
で
す
。
哲
学
史
や
哲
学
者

に
つ
い
て
の
知
識
は
要
り
ま
せ
ん
。

み
ず
か
ら
哲
学
を
「
す
る
」
こ
と
を

体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
「
仕
事
と
遊
び
の
境
界
は

ど
こ
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上

げ
ま
す
。
新
鮮
な
視
点
、
し
な
や
か

な
思
考
回
路
の
獲
得
に
、
さ
さ
や
か

で
も
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
と　

き
＝
１
月　

日　
21

（日）

　
　
　
　
　
　

時
〜　

時

14

16

▼
と
こ
ろ
＝
谷
戸
公
民
館

▼
対　

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

▼
定　

員
＝　

人
（
申
込
順
）

20

▼
案
内
人
＝
木
島
泰
三
（
法
政
大
学

講
師
）

▼
申　

込
＝
１
月
５
日　
　

時
か
ら

（金）
10

電
話
で
谷
戸
公
民
館
へ
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田無公民館谷戸公民館

内　　容日回

丸の内の変遷1/231

江戸東京たてもの園見学2/132

近代建築保存の動向3/203
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